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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年8月12日(2016.8.12)

【公表番号】特表2015-530467(P2015-530467A)
【公表日】平成27年10月15日(2015.10.15)
【年通号数】公開・登録公報2015-064
【出願番号】特願2015-534647(P2015-534647)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   3/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 214/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 216/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    3/24     ＣＥＷ　
   Ｃ０８Ｆ  214/18     　　　　
   Ｃ０８Ｆ  216/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年6月23日(2016.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造ＩＶ
【化１】

で表されるパーフルオロアルキル架橋ポリマーであって、式中、ΠαおよびΠβのそれぞ
れは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたフルオロアルキレン繰り返し単位と、０．
５～５０モル％のモル濃度の範囲のモル濃度でのパーフルオロアルキル架橋繰り返し単位
とを含む骨格鎖を有するポリマーラジカルであり；ｘ1およびｘ2はそれぞれ独立して、０
～３の範囲の整数であり；ｙ1およびｙ2はそれぞれ独立して、０～６の範囲の整数であり
；ｚ1およびｚ2はそれぞれ独立して、０～３の範囲の整数であり；Ｒ1＝（ＣＦ2）aＣＦ
Ｒ2（ここで、ａは、０～６の範囲の整数であり、Ｒ2は、Ｆまたは、エーテル酸素で任意
選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ1’＝（ＣＦ2）a’Ｃ
ＦＲ2’（ここで、ａ’は０～６の範囲の整数であり、Ｒ2’は、Ｆまたは、エーテル酸素
で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ3およびＲ3’
はそれぞれ独立して、Ｆまたは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフル
オロアルキルであり；ただし、ｙ1およびｚ1が両方ともゼロであることはあり得ず；さら
にただし、ｙ2およびｚ2が両方ともゼロであることはあり得ず；さらにただし、前記Πα

およびΠβポリマーラジカルの骨格鎖中の繰り返し単位はどれも、それに結合した２個よ
り多くのビニル水素を持たず；さらにただし、ΠαおよびΠβが同じものであるパーフル
オロアルキル架橋ポリマー。
【請求項２】
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　構造ＩＶ
【化２】

で表されるパーフルオロアルキル架橋ポリマーであって、式中、ΠαおよびΠβのそれぞ
れは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたフルオロアルキレン繰り返し単位と、０．
５～５０モル％のモル濃度の範囲のモル濃度でのパーフルオロアルキル架橋繰り返し単位
とを含む骨格鎖を有するポリマーラジカルであり；ｘ1およびｘ2はそれぞれ独立して、０
～３の範囲の整数であり；ｙ1およびｙ2はそれぞれ独立して、０～６の範囲の整数であり
；ｚ1およびｚ2はそれぞれ独立して、０～３の範囲の整数であり；Ｒ1＝（ＣＦ2）aＣＦ
Ｒ2（ここで、ａは、０～６の範囲の整数であり、Ｒ2は、Ｆまたは、エーテル酸素で任意
選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ1’＝（ＣＦ2）a’Ｃ
ＦＲ2’（ここで、ａ’は０～６の範囲の整数であり、Ｒ2’は、Ｆまたは、エーテル酸素
で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ3およびＲ3’
はそれぞれ独立して、Ｆまたは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフル
オロアルキルであり；ただし、ｙ1およびｚ1が両方ともゼロであることはあり得ず；さら
にただし、ｙ2およびｚ2が両方ともゼロであることはあり得ず；さらにただし、前記Πα

およびΠβポリマーラジカルの骨格鎖中の繰り返し単位はどれも、それに結合した２個よ
り多くのビニル水素を持たず；さらにただし、ΠαおよびΠβが異なるものであるパーフ
ルオロアルキル架橋ポリマー。
【請求項３】
　ｘ＝１、ｙ＝１、ｚ＝１、およびａ＝１；Ｒ2＝ＣＦ3；ならびにＲ3＝Ｆである請求項
１または２に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
【請求項４】
　パーフルオロアルキル架橋繰り返し単位の前記モル濃度がモル％の範囲にある請求項１
または２に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
【請求項５】
　前記フルオロアルキレン繰り返し単位が、ＨＦＰおよびＶＦ2繰り返し単位の組み合わ
せを含む請求項１または２に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
【請求項６】
　前記フルオロアルキレン繰り返し単位が、ＴＦＥおよびＰＤＤ繰り返し単位の組み合わ
せを含む請求項１または２に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
【請求項７】
　基材上に配置されたフィルムの形態の請求項１または２に記載のパーフルオロアルキル
架橋ポリマー。
【請求項８】
　造形品の形態の請求項１または２に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３３】
　Ｐ３－ＣＦ2ＣＦ2－Ｐ３－２５ｂを、Ｐ３－ＣＦ2ＣＦ2－Ｐ３－２５ａのそれと同一の
方法で水中で処理した。回収ｏ－リングは、寸法が変化せずに、黒色で、その表面が目に
見えて粗化した状態で戻ってきた。それは、１．９２７７ｇの重さがあった（３％増量）
。このｏ－リングは依然として可撓性であり、弾性であった。
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　なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１． 構造ＩＶ
【化１】

で表されるパーフルオロアルキル架橋ポリマーであって、式中、ΠαおよびΠβのそれぞ
れは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたフルオロアルキレン繰り返し単位と、０．
５～５０モル％のモル濃度の範囲のモル濃度でのパーフルオロアルキル架橋繰り返し単位
とを含む骨格鎖を有するポリマーラジカルであり；ｘ1およびｘ2はそれぞれ独立して、０
～３の範囲の整数であり；ｙ1およびｙ2はそれぞれ独立して、０～６の範囲の整数であり
；ｚ1およびｚ2はそれぞれ独立して、０～３の範囲の整数であり；Ｒ1＝（ＣＦ2）aＣＦ
Ｒ2（ここで、ａは、０～６の範囲の整数であり、Ｒ2は、Ｆまたは、エーテル酸素で任意
選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ1’＝（ＣＦ2）a’Ｃ
ＦＲ2’（ここで、ａ’は０～６の範囲の整数であり、Ｒ2’は、Ｆまたは、エーテル酸素
で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフルオロアルキルである）であり；Ｒ3およびＲ3’
はそれぞれ独立して、Ｆまたは、エーテル酸素で任意選択的に置換されたＣ1~6パーフル
オロアルキルであり；ただし、ｙ1およびｚ1が両方ともゼロであることはあり得ず；さら
にただし、ｙ2およびｚ2が両方ともゼロであることはあり得ず；さらにただし、前記Πα

およびΠβポリマーラジカルの骨格鎖中の繰り返し単位はどれも、それに結合した２個よ
り多くのビニル水素を持たず；さらにただし、ΠαおよびΠβは、同じもしくは異なるも
のであり得るパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
２. ΠαおよびΠβが同じものである１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
３. ΠαおよびΠβが異なる１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
４.ｘ＝１、ｙ＝１、ｚ＝１、およびａ＝１；Ｒ2＝ＣＦ3；ならびにＲ3＝Ｆである２に記
載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
５.パーフルオロアルキル架橋繰り返し単位の前記モル濃度がモル％の範囲にある１に記
載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
６.前記フルオロアルキレン繰り返し単位が、ＨＦＰおよびＶＦ2繰り返し単位の組み合わ
せを含む１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
７.前記フルオロアルキレン繰り返し単位が、ＴＦＥおよびＰＤＤ繰り返し単位の組み合
わせを含む１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
８.ΠαおよびΠβの少なくとも１つが、パーフルオロアルキルビニルエーテル繰り返し
単位をさらに含む１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
９.基材上に配置されたフィルムの形態の１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー
。
１０.基材上に配置されたフィルムの形態の９に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマ
ー。
１１.造形品の形態の１に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
１２.造形品の形態の９に記載のパーフルオロアルキル架橋ポリマー。
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